
 

 

 

 

 

 

 ４月から築地中学校に着任しました校長の久保俊幸（くぼ としゆき）と

申します。前任は長岡市立東中学校の教頭でした。長岡市の出身で胎

内市の勤務は初めてとなります。自然豊かで、温かな地域、明るく素直な

生徒に囲まれて楽しく日々を過ごさせていただいております。 

 右も左も分からない状態でありますが、築地の生徒の幸せ、地域のため

に精一杯努めてまいりますので、今後とも当校の教育活動への御理解、

御支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 以下は、入学式の式辞で、新入生や保護者の皆様にお話ししたことを紹介いたします。 

 

これから始まる３年間の中学校生活では、様々なことが待ち受けているはずです。楽しいこと、

充実感を味わえること、そして、時には苦しいことや辛いこともあるかも知れません。しかし、その全

てが皆さんの成長には欠かせない経験であり、学びの機会です。そんな経験を積みながら、皆さ

んがたくましく成長してくれることを心より願っています。 

 皆さんが中学校生活を送るにあたって、皆さんから実行してほしいことを２つお話しします。 

１つ目は、自分自身で考えた高い目標に向けて、果敢に挑戦し続けてほしいということです。例

えば「毎日、英語の勉強に一生懸命取り組み、中学時代に英語検定の一級に合格する」や「部活

動などで新潟県のチャンピオンになり、全国大会で活躍する」といった具体的で困難な目標を立

て、その実現に向かい、毎日の努力を積み重ねてください。挑戦し続けることは、必ずや皆さんに

大きな成果をもたらし、皆さん自身の可能性を無限に切り拓くことに繋がります。 

２つ目は、「失敗を恐れない」ということです。失敗をすれば、誰もが悔しかったり、恥ずかしかっ

たり、残念な気持ちになると思います。しかし「失敗は成功のもと」という言葉があるように、失敗の

中には、成功のためにヒントがたくさん隠されています。先月行われた野球のワールドベースボー

ルクラッシックでも活躍した大谷翔平選手は「悔しい経験がないと、嬉しい経験もない」という言葉

を残しています。上手くいかない時の経験が、その後の成功で嬉しさを何倍にもしてくれるという

意味だと思います。失敗をしたくてする人はいませが、失敗した時にこそチャンスは眠っていると

いうポジティブな気持ちを大切にしてほしいと思います。 

それでも、辛くて我慢できない時は、決して一人で抱え込まず、先生方、お家の方など近くの大

人にＳＯＳを出すことも大切にしてください。以上、この２つのことを心のどこかに留めて、これから

の中学校生活を充実したものにしてほしいと思います。 

保護者の皆様、お子様のご入学、まことにおめでとうございます。中学校の制服を身に包み、大

人びて見える姿に確かな成長を感じ、感慨ひとしおのことと存じます。私ども職員は、ここにおりま

す新入生が「あー築地中で生活できて良かった」と心から思い、３年後に巣立っていけるよう全力

を尽くしてまいります。御理解と御協力をお願いいたします。 
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 入学 おめでとうございます！！ 

４月６日（木）に入学式が行われ、２０名の新入生を迎えることができました。全校生徒７５名の笑

顔が輝く学校を目指します。よろしくお願いいたします。 

 

 

４月６日（木）入学式での「新入生 誓いの言葉」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あたたかな春の訪れとともに、私たち２０名は、今まで支えていただいた家族に見守られなが 

ら、伝統ある築地中学校に入学しました。これからの中学校生活を送るにあたり、私の２つの目

標をお話ししたいと思います。 

 １つ目は、学習です。中学校では、各科目が難しくなります。苦手なことが出てくることもある

と思いますが、授業中で、しっかりと学習し、わからない勉強を先生方や友人に聞き、楽しく学

べるように努めたいと思います。 

２つ目は、行動です。先輩方の話をよく聞き、責任ある行動を心掛け、仲間と協力をし、築

地中学校の一員として生活していきたいです。 

 先生方、地域の皆様、先輩方におかれましては、優しい目で見守っていただき、時には厳し

いご指導をよろしくお願いいたします。私たちは、部活動や様々な行事などを通して、共に励

まし合い、高め合っていく仲間になれるよう努力していきます。３年後の春、ここにいる新入生

全員が成長した姿を見せることができるように、何事にも前向きに挑戦し続けることをここに誓

います。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


